
学校などでも新年度も

始まりました。朝の犬の散

歩で近所の小学校の登

校班を見送ることがありま

す。5年前に小学校のPTA

会長を1年だけですが務

めていたことがあるので少

しは気になり、その時に近

所のお母さん方から小学校の情報を聞いたりします。

コロナ禍を挟みPTAの在り方などいろいろと変わってき

ているみたいです。

例えば、以前はみんな近所の班でまとまって登校

していましたが、登校班に入らない選択肢ができ、学

校へ申請すれば必ずしも班で登校しなくてもよくなっ

たそうです。PTAに対しても、私の時には未加入者も

いましたが、活動内容にご理解いただき何となくほぼ

加入していただいていました。今では活動内容と共に

任意団体で強制ではないことを今まで以上に強調し

て説明したところ加入者が6，7割となっているとのこと

でした。PTAの活動が縮小されることもあると思います

が、学校側への負担がその分増えることも出てくるこ

とが考えられます。このことは学校側と保護者の間で

しっかり話し合われた中で変わってきたことだと思いま

す。良い悪いはこの後数年しないと答えは出ませんが、

良い変化になることを願います。

全国的な最近の小学校の問題で「朝の小1の壁」

という言葉を聞きました。「朝の小1の壁」は、保育所

よりも小学校の登校時間が遅いため、親の働き方に

影響が出たり、親の出勤後に小さな子どもが家や校

門の前で学校が開くのを待っていたりすることが課題

となっているものです。

こども家庭庁が、去年9月から10月にかけて、民間

の調査会社を通じて全国1700余りのすべての自治

体を対象に、子どもたちに朝の居場所を提供する取り

組みを進めているかを聞いたところ、回答した1017の

自治体のうち、取り組みをすでに行っている、または実

施を検討中としたのは、合わせて3％程度、30余りの

自治体にとどまりました。

また、小学1年から6年生までの子どもがいる共働

きや1人親家庭の保護者にも、インターネットでアンケー

ト調査への協力を呼びかけ、学年ごとにおよそ600人、

合計で3700人余りから回答を得たところ、朝に自宅

以外で子どもが過ごせる場所があれば「利用したい」

と回答した人はおよそ30％で、回答者の居住地を分
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【 本日のプログラム 】 5月15日 卓話 「平和フェローについて」 福山 哲 様

【 次回予告 】 5月22日 卓話 「これからの時代の子どもの暮らし方」 福島 哲 様

【 第2157回例会】 令和7年4月24日（木） 【 SL 】 藤岡 博 君 【 司会SAA 】 辻 彰彦 君

【 斉唱 】 「我等の生業」 【ゲスト】 白 云淼 様（米山奨学生）

会員数 出席者 出席率 前々回修正 出席免除 欠席者 5名(敬称略)

27名 21名 80.77% 62.96% 1名 原嶋、池澤、板垣、伊澤、新村

会長の時間 中村 友彦 会長
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析したところ、都市部でニーズが高い傾向があったと

いうことです。

こども家庭庁は適切な支援につなげる必要がある

として、全国の自治体に対し、地域のニーズを把握し、

実情に応じて対策を進めるよう近く通知する方針があ

るみたいです。

このことで、「朝の小1の壁」について、労働経済学

が専門で日本女子大学の大沢真知子名誉教授は

「仕事も子育ても両立する時代になってきた時に壁と

なってきた社会の課題であり、今後問題に直面する

人たちの増加が見込まれることから、どう対応していく

のか考える時期に来ている」と指摘しています。

そして、朝の小1の壁の問題に対する企業や自治

体の役割について「特に都市部では親戚や親が近く

におらず、夫婦だけで子育てをしている人が多いなか

で、自治体や社会、会社が両立できるような環境を

整えていくことが必要だ。企業も従業員が抱えるいろ

んな事情に対して、新しい働き方を提供していくことが

企業の成長にもつながるし、従業員の生産性をあげ

ることにもつながる。自治体の動きや企業が働き方を

変えることが重要だというメッセージを徹底して伝えて

いくことで、小1の壁の問題を解決していってほしい」と

話していました。

働き方改革を推進していくために、会社としても「小

1の壁」の問題も念頭に置く必要がありそうです。

小学生ついては4月から6月にかけて交通事故が

増加する傾向があることが警視庁のまとめでわかり、

通学に慣れるにしたがって、注意力が低下するのでは

ないかと分析していて、春の入学シーズンに合わせて

注意を呼びかけることにしています。

当クラブでも毎年12月に「交通事故撲滅大作戦」

と銘打つ交通安全教室を奉仕活動として実施してい

ます。車を運転する私たちも細心の注意が必要です。

子どもの視野は、大人と違うみたいです。大人がまっ

すぐ正面を向いた時見える角度は横150°縦120°

ほぼ真横までぼんやりと見えているかと思います。

しかし、子ども(6歳の場合)は、この70％しか見えて

いないそうです。6歳～７歳の児童が歩行中に交通事

故にあう確率が年齢別で見た時に、突出して高いと

言われる理由の１つとなっていると考えられます。

子どもの交通事故で多い「とびだし」による事故が

起きる原因は、視野の狭さをふくめた子どもの特性に

あるそうです。交通事故につながる子どもの特性は主

に３つ。1.視野の狭さ２.衝動的に行動する3.何かに夢

中になると周りがみえなくなることです。車は30ｋｍで

走っていたとしても1秒で8ｍ進みます。交通事故を未

然に防ぐためにはドライバーが、すぐにブレーキが踏め

るようにするなど子どもの急な飛び出しに備えておく必

要があるでしょう。警視庁によると子どもの交通事故

は、自宅から500ｍ以内で多発

するそうです。

子どもは背も低いため、ドライ

バーの死角に入りやすくなります。

住宅街での登下校の時間帯は

特に慎重に運転していきましょう。

今日は、黄色いランドセルや

帽子をかぶった小学校の新1年生がきっかけとなる

話をさせていただきました。

【米山奨学生】

白 云淼 様（はく うんびょう）

東海大学 修士課程

カウンセラー

北砂 明彦 君

①5月のロータリーレートは1ドル150円です。

②例会終了後定例役員理事会を開催します。

【お祝いの方々】

親睦活動委員会 土屋 大輔 委員

会員誕生日 石川 達男 君 5月13日

結婚記念日 辻 彰彦 君 5月13日

創業記念日 板垣 克浩 君 5月1日

渥美 秀樹 君 5月2日

入会記念日 池澤 利男 君 5月1日
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幹事報告 小野 泰弘 幹事

委 員 会 報 告



「クラブリーダーシップラーニングセミナーを終えて」

会長エレクト 入江 公敏 様

詳細は下記よりダウンロードください。

https://1drv.ms/u/c/aca6487b2b1cac86/EewL4

Akc_NZPkOPCDIrIxx8Br-ScZWwY52FKzC42IrY3dQ

?e=PuQGPm
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中村 友彦 会長、小野 泰弘 幹事

米山奨学生の白 云淼さん、大和中RCへようこそ。

一年間よろしくお願いします。

岸 幸博 君

久しぶりの出席です。皆様にはご迷惑をお掛けし

てすみませんでした。診察の結果は「じいさん」なん

ですと3回も言われ、この病を治す薬はないそうです。

これからもお付き合いのほどよろしくお願いします。

辻 彰彦 君

結婚記念のお祝いありがとうございます。毎年ロー

タリーのお陰で記念日を思い出すことが出来ます。

橋本 日吉 君、鈴木 洋子 君

本日のクラブフォーラム、会長エレクトよろしくお願

いします。また米山奨学生白 云淼さん、ようこそお

出で頂きました。一年間頑張ってください。

北砂 明彦 君

米山奨学生白 云淼さん、一年間宜しくお願い致

します。先日の地区クラブリーダーシップラーニング

セミナー参加の皆様、お疲れさまでした。

横澤 高太郎 君

白 云淼様、ようこそお越し下さいました。一年間よ

ろしくお願いします。

渥美 秀樹 君

創業記念日のお祝いありがとうございます。13年

目になりました。引き続き頑張ります。

大根田 裕志 君

米山奨学生白 云淼様、ようこそ大和中ロータリー

クラブへ。一年間宜しくお願い致します。

スマイルボックス 大根田 裕志 委員 本日 ￥10,000 累計 ￥４０２，０００

クラブフォーラム


